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アグリヒーター開発の動機

従来はボイラーにて化石燃料等を燃焼させ、お湯を循環させ土中を温める方式をとっておりました。　昨今化石燃料

も高騰し農家、及び施設園芸農家の経営を圧迫しているのが現状です。従来電気式のヒーターはニクロム線を被覆した

形状のヒーターを使用していますが、消費電力と耐久性に問題があることは事実です。弊社で開発いたしましたアグリ

ヒーターは、当社が独自に開発した“世界に１つしか存在しない”「線状面状発熱体」*を用い、厚さ５０ μ、巾２０ｍ

ｍ～最大幅３００ｍｍ、長さは自由に設定が出来る従来の加温方式とは一線を画す電気発熱ヒーターであります。今ま

でのように燃料を燃焼させず尚且つ消費電力を最小にとの目的にて開発した、環境負荷の少ない安全でクリーンなア

グリヒーターシステムであります。

アグリヒーター埋設

*“世界に１つだけのヒーター” 「線状面状発熱体」とは

商品名：アグリヒーター

当社の線状面状発熱体は従来各社で出されているカーボン系の面状発熱体とは一線を画
す発熱体です。厚さ0.5mm の樹脂シートの中に発熱体を特殊加工し、電極部分には銀を蒸着
させ安定させています。また線状面状発熱体設計段階では、120℃（樹脂シートのため）まで
の希望温度を自由に設定する事ができます。線状面状発熱体に関しては1000℃までの温度を
選択する事ができます。従来の発熱体では最高約50℃位の温度帯しか発熱する事ができなか
ったために、様々な問題が山積みにされていたようです。また、あらかじめ温度を設定できる
ため、最高温度に達した後はほとんど電力消費がなく、温度降下による追加電流が流れるだ
けです。その為、条件次第では従来のサーモスタットやコントローラーの仕様も必要ありま
せん。温度分布にむらがなく高効率で環境にやさしい省エネ型の発熱体です。

通電前の状態
通電後約 0.8 秒、上昇温度は約 800℃から 1000℃
に達している状態です。



アグリ  ヒータの用途  

土中加温：（植物は根で温度を感知しますので、土中温度を一定に保つことにより成長を促進し生殖分解を活発にし、

収量に差がつきます。）

土中埋設風景

アグリヒータ埋設時と通常栽培時での根成長状態の比較

ロックウール加温（施設園芸農家さん等で使用している水耕栽培にも絶大な効果を発揮します。）

アグリヒーターの使用方法

1畝に 1本づつ地表から 20cm～30cm くらいのところに埋め込みます。

約 20cm～30cm

アグリヒーター



開発商品と従来品の比較　  (  特許番号日本国第３９９７１７９号  )  （米国      US      ７、０６０、９５０      B      １）  

弊社が開発したアグリヒーターは従来の温湯循環方式、パイプヒーター等にあった課題を解決した、シンプルであ

り高効率加温方式であります。以下に特徴を示します

NO. 項目 従来品 従来品の課題 開発商品

1 構造 金属製ヒートパイプの内部
に、温水を循環させるため
の内管を溶接で取付けた二
重配管構造で、作動液を循
環湯により蒸発させてパイ
プを加熱する。

内管をパイプ内部に挿入した状
態で、パイプ両端にキャップを
取付けてシール溶接をする必要
があり、溶接工程が多くて複雑
なため、手間やコストがかかる。

２０ｍｍの発熱体をシリコン
にて被覆した完全防水なア
グリヒーターです、両端端子
は絶縁処理が施されておりま
すので水がかかっても安全
安心です。植物栽培の｢熱原｣
として様々な用途に使用でき
ます。

2 設置方法 内管同士を順次、接続して
配管するが、ヒートパイプ
の設置だけではなく、温水
の循環用パイプも埋設する
必要がある。

循環水による振動に留意したヒ
ートパイプや循環水用配管の埋
設工事、及び配管接続部の水漏
れ点検等に手間と労力を必要と
する。

畝の下２０ｃｍ～３０ｃｍに埋
設設置するだけで余分な工
事はありません。

3 温度調節 内管に流している温水の温
度を管理し、経験に基づい
て必要な場所の温度を管理
する。

パイプを連結して長くなると途
中で温水が冷やされ、場所によ
っては温度差が生じる。

各回路にサーモスタットによ
る温度調節機を用意してあり
ますので自由な温度設定が
可能です。

4 インフラ(ｲﾝ
ﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ)

油、ガスなどの燃料供給減
を含む給湯設備やポンプな
どの設備を要する。

給湯設備、燃料保管所やポンプ
などの設備費用や設置スペース
を要する。

余分な機材等は一切ありま
せん。

5 メンテナンス 内管に水垢が堆積すると熱
伝達が低下するので、内管
を定期的に洗浄する。

接続部の水漏れやパイプの交換
をするときには、配管内の水抜
きをして接続・配管工事をする
ため、大変な手間と労力を要す
る。

メンテナンスフリーですので、
煩わしい作業も一切ありませ
ん。埋設設置したら終了です。





アグリヒータの特徴

★簡単な施工工事★
ヒーターユニットから出ているリード線に電源差し込みプラグを取り付け接続するだけで OK です。

電源は交流１００ V、単相２００ V、三層２００ V または直流電源でも OK です。

従来のような配管工事などの機材、場所をとる事はありません。

シンプルなシステムですから故障等のトラブルの発生も殆どありません、万が一発生しても簡単に対応可能です。

★無駄のない温度管理★
土中にアグリヒーターを埋設設置すれば３６５日通年にて自動温度管理が可能であり、夜間や旅行等で留守におい

ても心配はありません、温度分布が完全に均一ですから、畝、高設ベンチ等いつでも適切な温度環境を提供できます、

人間も植物も同じように快適な環境が最高なのです。

土中温度を簡単に管理することにより人的コストの削減にもつながります

　

★省エネルギー★
少ない電力にて熱を発生することが可能です、瞬間的に温度を上げること、また少ない電力にてゆっくりと到達温度

まで上げること、これらは相反するものなのですが両方とも省エネを裏つけることであります、場所に応じてどの方

法をとるか最善の方法を取れるということであります。

発熱体の長さ、ワット密度を選択できますので、どのような場所においても確実に最適な土中温度を最小限のエネル

ギーで保温することとなります。

★利便なインフラと環境対応★
従来ハウス加温に費やしていたエネルギーは化石燃料が殆どであり、重油タンク、重油が流出しないための防油堤、

煙突、配管等全ての設備工事がありませんので、設置場所を考えることはありません。

化石燃料を使用しないため着火時や消火時ガスの悪臭も無くなり作業環境が大きく変わります

アグリヒートシステムは化石燃料を一切使用せず電気のみにて最適な温度を提供するシステムですから一酸化炭素、

二酸化炭素の発生を完全に抑制した環境対応型のオール電化農業のシステムです。



アグリヒーター : 過去の使用事例・・・①

えんどう豆栽培

（撮影日：2009年 4月 10日）

[　アグリヒータ  埋設  ：土中温度 20℃　]　　生育状況：開花あり

[　アグリヒータ無し：土中温度 14℃　]　　生育状況：開花なし

備考：2009年 3月 18日栽培開始、ハウス内雰囲気温度 35℃



 

アグリヒーター : 過去の使用事例・・・②



アグリヒーター : 過去の使用事例・・・③

花卉園芸で！

果樹園芸で！

蔬菜園芸で！



アグリ  ヒータによる土壌温度コントロール  

アグリヒーターを地表より約 20cm～30cm程度の土中に埋設後は数日以内に設定温度に達します。土中温度を希望温

度に維持することにより、作物への活性化を促します。地中加温のみでは温度コントロールできない作物は、ハウス内

にある既存の化石燃料燃焼式温風機のファンのみを使用した当社の電気式温風機「  はるの風  」  *  との併用により、あら

ゆる地域で様々な作物栽培が可能になります。

　　　　

■土壌消毒

　適切な温度に設定して電源を投入するだけで、土壌の病原菌、害虫や雑草などを死滅させることができ

ます。有害な農薬を散布しないため、作物や地下水に対する残留毒性が無く、近隣の作物への悪影響は

ありません。

■土中加温

　寒冷地においては、土中温度を 20℃に維持することにより、1年を通して作物を栽培することができま

す。良い作物を作るには、土中の有用微生物を活性化させ、土の持っている機能を回復させることが必

要です。

土中温度 20℃維持による周年栽培

　　　　　　　　↓

葉肉が厚く、食味に優れ、収穫量が増大

　　　　　　　　↓

高収穫・高収入

* 当社製品「はるの風」はハウス内の燃焼式加温機(ファン機能のみ使用)と併
用可能な電気式加温機です。化石燃料を使用することなく同加温効果を得るこ
とが可能です。（詳細は後頁をご覧ください。）

電気式加温機
「はるの風」





　

　

--必要設置台数—

１台のみ：150坪のハウスの場合

2台のみ：300坪のハウスの場合



燃焼式暖房機との併用

燃焼式暖房機のファンを利用しビニールダクトにヒーターブロックを中継しダクトに戻す。

<メリット>
①既存設備の有効活用で初期投資の低減

②通常運転は電気で行い、突発的な環境変化、不具合などの際には併用運転できる。

③接続はビニールダクトであり、ヒーターユニットを任意の位置まで移動できる。



燃焼式暖房機併用ユニットの動作　３パターンの運転モード

３パターンの運転モード（図式化）

条件設定：　ハウス内必要温度＝15  / ℃ ハウス内下限限界温度＝10℃

　春の風(①及び②)の温度設定：15℃

　燃焼式加温機( )③ の温度設定：10℃



１台で 400㎡(50m×16m)のハウスをまかなえます。

１台で 1,000㎡のハウスをまかなえます。

！製造中止！





農業及び施設園芸に於ける二酸化炭素排出抑制

1.  温暖化と二酸化炭素

温暖化の研究は今から 100年前に、スウェーデンの科学者、アレニウスの二酸化炭素が地球を暖める働きがあるといっ

た、この一言から世界中に広がった。

18 世紀以降の産業革命の副産物である大気汚染、アメリカに於ける自動車からの排気ガス問題、またビキニ諸島での水

爆実験等、人間の愚かな行為が現在よりはるかに軽視された時代であり問題であった。同時代(1950年代)日本では水俣

病問題、四日市喘息等、公害問題が表面化してきた。しかし、環境問題という言葉は存在してはいなかった。高度成長の

波が押し寄せ生活が豊かになると同時に、他の生態系や人体に影響を及ぼす農薬や有機塩素系殺虫剤が使用禁止とな

った。このようなことが重なり環境保護運動が世界に広がりを見せ始めた。

どうやって治すのか解らない物を壊し続けることはもうやめて下さい！

1997年京都議定書による 2012年 4 までに二酸化炭素の量を 6%削減する事が日本に課せられた。この 6%の量とは二

酸化炭素換算で当時 7,500万トンという膨大な数値であった。

大気中の二酸化炭素濃度は現在まで 180ppm～300ppm の間で推移してきていたが、産業活動が活発になると共に現在

では 380ppm となり、80ppm も超過しているのが現実である。この現状のまま二酸化炭素濃度が上昇し 450ppm に達

したら地球平均温度が 2℃上昇し危険な気候変動が発生し、この気候リスクにさらされる人々は世界で約 30億人に及

ぶこととなるだろう。

この厳しい環境下のもと今まで放置されていた分野にメスを入れ、少しでも二酸化炭素の排出を抑制することが急務

である。

現在食の安全と安心が叫ばれている農業分野は、生産受給率が 40%を切る所まで落ち込んでいる。この生産率を回復す

ることと同時に、農業分野からの二酸化炭素の排出量を抑制し、なおかつ生産性を向上すべき方策をここに提案するこ

ととする。

現在日本における施設園芸ハウス、施設農業ハウスは面積に換算して 22,311 ha 設置されている。その中で加温を必要

として、化石燃料等を使用しているガラスハウス、ビニールハウスは 19年度調べにより、21,437 ha にて営農されてい

るのが現実である。ここで上記に説明した、施設農園及び施設農業から排出している二酸化炭素の量を実数値として算

出し新しい方法との比較、検証をする。またこの比較、検証にあたり、計算値では無く実測値としての提案を行うもので

ある。



園芸・農業用ガラス室・ビニールハウスにおける二酸化炭素発生の抑制

1.  ガラスハウス、ビニールハウスにおける加温設備の設置実面積は、平成 19年のデータにより 22,311 ha が実面

積として把握されている。そのうち化石燃料に依存している面積は、21,437 ha である。

上記の加温設置面積から加温実施園芸用ガラス室・ハウス等の規模 10a を基本として、以下に実際の設置に基

づく二酸化炭素の排出量を検証比較してみる。

(使用機種：燃焼式加温機、電気式温風機ハリーヒート：MGFAN25/はるの風使用)

2.　10a あたりの年間CO2排出量

　　※1H 10時間、11月～3月の 5ヵ月間使用とした場合

　　※A重油CO2排出係数　　：2.77 kg/ℓ
　　※電気 CO2排出係数　　：0.357 kg/kw
　　燃焼式加温機　　300坪用　9.5 ℓ/H

9.5 ℓ×10H × 30日 × 5ヵ月 = 14,250 ℓ
14,250 ℓ × 2.77 kg/ℓ = 39,472.5 kg (1ha あたり、192,780 kg)

3.  園芸用ガラス室・ハウス等における石油利用加温設備の設置実面積

平成 19年設置実面積 21,437 ha
燃焼式加温機（300坪用　9.5 ℓ/H）の CO2推定排出量

21,437 ha × 394,725 kg = 8,461,729,825 kg = 8,461,730 t
電気式温風機（3台使用　36KW）の CO2推定排出量

21,437 ha × 192,780 kg = 4,132,624,860 kg = 4,132,624 t (51%減少)
燃焼式加温機から排出される二酸化炭素量 = 8,461,730 t
電気式温風機から排出される二酸化炭素量 = 4,132,624 t

　　実質削減された二酸化炭素量 = 4,329,106 t

以上のように、実施ハウスにおける検証の中では上記数値のように 51%の削減率となる。

従来このような膨大な数量を排出し続けていたのが現状である。

また、原油価格が高騰する可能性がある昨今、安定した価格帯の電気を使用することにより安定した施設園芸、施設農

業が構築でき、現在使用されていない深夜電力を有効利用することにより様々な考えが成立することとなり得る。













地中加温の効果に関する講演要旨

　智恩の作物への影響については、作物の生態系特性や生長段階及び光合成産物の転流・貯蔵の点において、非常に異

なっています。

　作物の生育適温（気温）は通常、発芽適温が最も高く、気温、地温の順に低くなります。

別紙「作物栽培に適する気温と地温」に示す通り、生育適地温は生育適気温より数度低く、最高温度と最低温度の範囲が

狭く、変動が少ないのが特徴です。

　地温の生育適温に関する情報は少なく、作物の種類や品種によって相違があると思われますが、入手したデータの分

析結果を纏めますと、以下の作物栽培には地中加温が有効と考えられます。

(1)　葉物の栽培

(2)　苗の栽培

(3)　促成栽培

＜地中加温に有効な作物の代表例＞

　レタス、きゅうり、トマト、いちご、スイカ、メロン、

＜地中加温効果の代表例＞

(1)いちご

　・展開業の数が多い。（約 8%増）

　・商品果収穫量が増える。（20%以上）

　・商品果率が良くなる。（2%以上）

　・開花が早く、収穫時期が早くなる。（特に 4月では訳 180%増）

(2)ふどう

　・発芽が早くなり、新梢の初期成長が旺盛で収穫量が増える。（約 20%増）

　・糖度が増す。（加温無しの 20%に比べ、21.8%）

　・苗木の発芽率が良くなる。（加温無しの 63%に比べ、25℃にすると 100%）

　・新根長の成長が早くなる。（GA前期において、加温無しが 2m、20℃加温で 5m、25℃加温で 6m）

以上



作物栽培に適する気温と土壌温度

( )℃
作物 気温 土壌温度

イチゴ 18 – 23 15 – 18

スイカ 23 – 28 18 – 20

メロン 25 – 30 18 – 20

マンゴ 24 – 30 -

ラフランス 18 – 30 -

サクランボ 20 – 25 -

ミカン 15 – 20 15 – 20

ビワ 20 – 25 15 – 20

キュウリ 18 – 25 18 – 20

ナス 22 – 30 18 – 20

サトイモ 25 – 30 20 – 27

夏ネギ 15 – 25 23

カボチャ 20 – 25 15 – 18

トウガラシ 25 – 30 20 – 25

トマト 21 – 26 18 – 20

ミニトマト 21 – 26 18 – 20

ブロッコリー 15 – 20 15 – 18

ラッカセイ 25 – 27 15 – 20

バラ 15 – 26 15 – 20

キク 15 – 20 15 – 18

ラン 18 - 30 18 – 30



野菜の生育温度 –   1  

◆野菜の環境条件

　　野菜作りの基本は、それぞれの野菜の好む温度や光、土壌などの環境条件を整えてあげることです。それ

はまた、その原産地の環境に近づけるということにほかなりません。

◆野菜の生育温度

　　野菜作りの環境条件の中でも、とくに重要なのが温度条件です。その野菜の作型によって、タネのま

き時や植えつけの時期を間違わなければ、それなりの収穫が得られます。

下表は、おもな野菜を発芽適温と生育適温から 4 つのグループに分けたものです。

ただ同じ野菜でも、品種によって異なることがありますので、目安としてください。

高温性野菜（暑さに強く、寒さに弱い）
種類 最低 発芽適温 最高 最低 生育適温 最高

とうがん 20 35 40 - 25 - 30 -

にがうり - 25 - 30 - 15 20 - 30 35

しろうり 10 28 - 35 40 13 25 - 30 -

なす 15 20 - 25 - 17 22 - 30 33

とうがらし 15 30 - 35 - 10 25 - 30 35

ピーマン 15 30 - 35 - 10 25 - 30 35

オクラ - 18 - 25 - 10 25 - 30 -

だいず 10 30 - 35 - - 18 - 28 -

ささげ - 20 - 25 - - 20 - 25 -
つるむらさき - 20 - 25 - - 25 - 30 -
さつまいも 15 25 - 35 - 10 22 - 30 35

さといも 15 25 - 35 - 5 25 - 30 35

ながいも - 25 - 30 - 15 20 - 25 30

しょうが 18 25 - 30 - 15 20 - 30 -



中温性野菜（暑さにやや弱く、寒さには比較的強い）
種類 最低 発芽適温 最高 最低 育成適温 最高

すいか 15 25 - 30 35 13 25 - 30 -

メロン - 30 - 35 - 18 25 - 30 -

きゅうり 18 25 - 30 30 12 18 - 25 30

かぼちゃ 15 20 - 25 40 10 20 - 25 35

トマト 11 15 - 27 30 5 21 - 26 30

いんげんまめ - 20 - 10 15 - 25 30

とうもろこし 10 15 - 20 - 10 20 - 30 35

アスパラガス 20 20 - 30 40 10 15 - 25 30

ごぼう 10 20 - 25 35 10 20 - 25 35



野菜の生育温度 –   2  

冷涼性野菜（暑さに弱く、寒さにやや強い）
種類 最低 発芽適温 最高 最低 生育適温 最高

レタス 4 15 - 20 25 5 15 - 20 25

しゅんぎく 10 10 - 20 35 - 15 - 20 -

みつば 8 20 25 10 15 - 20 25

パセリ 8 15 - 20 25 4 15 - 20 25

にんじん 11 15 - 25 35 7 16 - 20 28

カリフラワー 8 15 - 30 35 5 18 - 20 23

ふだんそう 8 11 30 5 13 - 18 22
じゃがいも - - - 10 15 - 24 29

にんにく - 25 - 27 - 5 18 - 20 25



冷涼性野菜B（暑さに弱く、寒さに強い）
種類 最低 発芽適温 最高 最低 育成適温 最高

いちご - - - 10 17 - 20 23

キャベツ 8 15 - 30 35 5 15 - 20 25

めキャベツ 8 15 - 30 35 5 15 - 20 25
はくさい 5 20 40 10 15 - 20 25

からしな 6 25 35 - 15 - 20 -
ブロッコリー 15 25 30 5 15 - 20 25

かぶ 8 15 - 20 40 10 15 - 20 25

だいこん 10 15 - 35 40 10 15 - 20 25

わさび - - - 9 10 - 40 18

セロリ 8 15 - 20 25 10 15 - 20 25

ほうれんそう 5 15 - 20 30 5 15 - 20 25

えんどう 4 18 - 5 15 - 20 23

そらまめ - 20 35 5 16 - 20 23

ねぎ 10 15 - 30 - 5 15 - 20 30

たまねぎ 4 18 30 5 15 - 20 25







　　

　　



































電気暖房機（発熱体方式）実証試験結果概要

（社団法人熊本県野菜振興協会）

１ 目的

重油暖房機との比較による電気暖房機（発熱方式）の省エネ効果を把握する。

２ 試験場所

熊本県農業大学校ガラスハウス

１６０ｍ２（間口８ｍ×長さ２０ｍ） ２棟

内張資材：農PO 0.075ｍｍ厚天井・サイド１重

３ 試験対象機種

ハリーヒートＭＧＦＡＮ２５（天草池田電機）

発熱能力：３２、６００ｋｃａｌ 消費電力：１２ｋＷ／ｈｒ

４ 試験方法

（１）試験区

電気暖房機　　　 深夜時間帯稼動（設定温度）   調査期間

試験区Ａ 　　 ハリーヒート　　 電気（13℃）・重油（10℃）  2/16～2/21

※ 深夜電力時間帯（23:00～7:00）以外の時間帯のついては、重油暖房機のみ稼動（重油暖房機：ネポンＨＫ１

５２２型）

（２）対照区

重油暖房機のみを稼動（設定温度：13℃）

５ 調査項目

ハウス内温度、ハウス外温度、暖房機稼動時間

６ 調査結果

○試験区Ａ

調査期間（６日間）の燃料経費（電気代・重油代）は試験区で９，２３０円、対照区で１５，３１６円となり、４０％

程度の削減効果が認められ、差額は６，０８５円となった。このことから、耐用年数５年と仮定した場合、年間１０８８

時間（１日８時間稼動として１３６日）の稼動で電気暖房機の減価償却費を補うことができると考えられる。















会社概要

会社の商号 エコスター株式会社

所　在　地 大阪府高槻市西面南 3丁目 22番 1号/  〒569-0847
TEL. 072-679-4100 / FAX. 072-679-3908

会 社 設 立 昭和 58年 11月 4日

資  本  金 1,000 万円

代表取締役 星山光弘

関 連 会 社 ヒロム通商株式会社

事業内容

アグリヒーター・ＧＦＡＮ２５－Ａ・ＧＦＡＮ３５－Ａ・はる風販売

エマルジョン燃料の製造、販売及びその添加剤の販売

微生物による環境浄化事業

廃プラスチック油化還元事業

肥料販売

太陽光発電システムの販売

燃料電池及び蓄電池の販売

プラスチックの販売及び輸出入

鉄スクラップ・非鉄金属の販売及び輸出入

ホームページ：　h t t p : / / w w w. e c o s t a r . c o . j p


